
青
指
連
を
き
っ
か
け
に

今
ま
で
多
く
の
人
が
青
指
連
に
入
会

し
、
橋
本
市
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
青

指
連
の
活
動
を
通
じ
て
、
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
協
力
し
合
え
る
大
切
な
仲
間

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

出
会
い
や
交
流
す
る
場
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
今
後
も
こ
の
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、
青
指
連
で
は
リ
ー
ダ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

前
か
ら
知
っ
て
い
た
け
ど
入
る
勇
気
が

な
か
っ
た
人
、
こ
の
記
事
で
初
め
て

知
っ
た
人
な
ど
、
高
校
生
か
ら
大
学
生

な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
お
手
伝
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

地
域
教
育
係

☎
３
３
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６
１
１
２

頼れるリーダー　青指連！

市
で
は
、
青
年
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
若
者
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
橋
本

市
青
年
指
導
員
連
絡
会
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
ほ
か

の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
、
お
互
い
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
青
指
連
の
活
動

を
紹
介
し
ま
す
。 

【
生
涯
学
習
課
】

主
な
活
動
内
容

▽
冒
険
村 

 

小
学
５
年
生
約
50
人
を
対
象
と
し
た

宿
泊
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
人
里
離
れ
た
と

こ
ろ
で
自
分
た
ち
だ
け
で
生
活
を
す
る

村
を
つ
く
っ
て
生
活
を
し
ま
す
。
青
指

連
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
指
導
に
当
た
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
自
分
た
ち
で
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
体
験
を
通

し
て
、
自
然
の
偉
大
さ
や
素
晴
ら
し
さ
、

衣
食
住
の
あ
り
が
た
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
の

宿
泊
研
修
で
す
。

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
体
験
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
座
学
な
ど

も
行
い
、
こ
こ
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た

め
の
心
得
や
実
際
の
活
動
内
容
な
ど
を

学
べ
ま
す
。

  

そ
も
そ
も
青
指
連
っ
て
な
に
？

青
指
連
と
は
、
橋
本
市
青
年
指
導
員
連

絡
会
の
略
称
で
、
高
校
生
と
大
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
市
内
で
開
催
さ
れ
る
お
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
研
修
な

ど
を
行
い
、
未
来
の
橋
本
市
の
リ
ー
ダ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
材
育
成
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー

頼
れ
る
リ
ー
ダ
ー

青せ
い

指し

連れ
ん

！

頼れるリーダー　青指連！

　
私の夢は教師になることで

す。将来、子どもたちを理解
する立場でなければなりません。そこで、青指連
の「子どもたちと触れ合う」ということに興味を
もって入りました。また、いろいろな人と一つの
目標に向かうことで社交性やコミュニケーション
能力を身につけていきたいです。
将来の自分を想像し、今の自分に必要なこと

を考えて、青指連を通して得られたことを大切に
していきたいです。

自分の夢にむかって

中
なか

岡
おか

 航
こう

成
せい

 さん
（高校２年生）

子どもを対象としたイベン
トでは、子どもたちが全力で
楽しむと同時にたくさんのことを学んでもらえる
ように、私たちは何カ月も前から準備を重ねます。
しかし、コロナ期間が始まって約２年、私たちは
まだ子どもたちを集めたイベントを開催できてい
ません。それでも私たちは、２年前に見たかわい
い子どもたちの笑顔を再び見るため、できる限り
の準備を進めながら、オンライン会議などで常に
お互いを高め合い成長しています。

日々成長しています

福
ふく

井
い

 あいみ さん
（大学１年生）

私は普段から子どもと関わ
る機会があまりなく、接し方
がよくわかっていませんでしたが、先輩方の接し
方を観察したり、聞いたりして勉強になりました。
また、私は人前で話すことが得意ではありません
でしたが、活動の中では人前で話す機会が多く、
以前よりも上手に話すことがきるようになりまし
た。まだまだ足りないところはたくさんあるので、
活動を通して成長できるように頑張りたいと思い
ます。

子どもとの接し方

前
まえ

谷
たに

 駿
しゅん

輔
すけ

 さん
（大学１年生）

　「人との関わり」が青指連
の魅力です。青指連に入って

いなければ同じ学校の友だち以外と意見を交わす
ことなど滅多にないと思います。また、地域のイ
ベントでは地域の人たちと交流し、子どもたちを
含め、幅広い年代の人と関わりを持てます。
たくさんの人と関わることで、常に誰かのこと

を意識して気遣いができるようになったり、次に
自分が何をすればいいのかを考えて行動したりで
きるようになりました。

谷
たに

本
もと

 朋
とも

香
か

 さん
（高校２年生）

現役リーダーの声

青指連の交流会
桜まつり

春

冒険村夏

まなびの日秋

橋本マラソン
ジュニアリーダー研修会

冬

人との関わりが魅力
屋外屋外屋外屋外屋 ででのでの飯ご飯ご飯ごごう体う体う体体験験験験
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